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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
は
、
３
月
12
日
、

全
体
連
絡
会
議
を
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
新
宿
）

で
開
催
し
、
約
２
５
０
名
が
出
席
し
た
。

協
議
会
は
、
鈴
木
秀
世
女
連
協
会
長
（
麻
布
法

人
会
副
会
長
）、
加
藤
和
夫
女
性
部
会
担
当
副
会

長
（
青
梅
法
人
会
会
長
）
の
挨
拶
で
開
会
。
来
賓

の
多
田
毅
東
京
国
税
局
課
税
第
二
部
長
、
目
黒
克

昭
東
京
都
主
税
局
長
の
挨
拶
後
、
東
法
連
女
連
協

に
よ
る
平
成
29
年
度
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
選
考
結
果
発
表
が
あ
り
、
表
彰
式

に
お
い
て
受
賞
者
に
表
彰
状
及
び
副
賞
の
贈
呈
を

行
っ
た
。
な
お
、
東
京
都
知
事
賞
は
小
池
百
合
子

知
事
が
贈
呈
し
た
。

東  法  連
「税に関する絵はがき
コンクール」入賞作品決まる

東法連女性部会連絡協議会

あいさつする加藤和夫
女性部会担当副会長

あいさつする鈴木秀世
東法連女連協会長

あいさつする目黒克昭
東京都主税局長

あいさつする多田毅
東京国税局課税第二部長

【北沢法人会】小林明優翔さん（５年生）

東京都知事賞・全法連女連協会長賞

【玉川法人会】青木美乃さん（５年生）

優秀賞

【新宿法人会】大野仁愛さん（６年生）

優秀賞

【向島法人会】富家苺さん（６年生）

優秀賞

【練馬西法人会】兵頭杏都さん（５年生）

東法連女連協会長賞

【浅草法人会】遠藤千佳さん（５年生）

優秀賞

【葛飾法人会】園田真子さん（６年生）

優秀賞
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自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

最
優
秀
作
品
に
贈
ら
れ
る
東
京
都
知

事
賞
及
び
全
法
連
女
連
協
会
長
賞
に
は
、

北
沢
法
人
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
、
世

田
谷
区
立
武
蔵
丘
小
学
校
、
小
林
明
優

翔
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、

東
法
連
女
連
協
会
長
賞
に
は
、
練
馬
西

法
人
会
推
薦
の
練
馬
区
立
大
泉
学
園
緑

小
学
校
、
兵
頭
杏
都
さ
ん
の
作
品
。
優

秀
賞
に
は
、
浅
草
、
玉
川
、
新
宿
、
向

島
、
葛
飾
の
各
法

人
会
か
ら
推
薦
さ

れ
た
５
作
品
が
選

ば
れ
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
東
法
連
所
属
の
全

48
会
で
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
過

去
最
高
の
約
２
万
５
千
枚
の
応
募
が
あ

っ
た
。
な
お
、
こ
の
日
の
連
絡
会
議
で

は
、
選
考
対
象
作
品
48
作
品
を
交
流
懇

親
会
場
入
口
に
掲
示
し
た
。

明
る
く
優
し
い
作
者
の
気
持
ち

が
あ
ふ
れ
て
い
る

作
品
の
選
考
は
、
２
月
20
日
開
催
の

第
４
回
東
法
連
女
連
協
役
員
会
に
お
い

て
、
役
員
、
相
談
役
、
顧
問
、
国
税
局

や
都
の
法
人
会
担
当
者
ら
が
選
考
委
員

と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
他
、
専
門

家
の
立
場
か
ら
東
京
都
図
画
工
作
研
究

会
顧
問
で
、
帝
京
大
学
教
育
学
部
准
教

授
の
辻
政
博
氏
が
選
考

委
員
を
務
め
た
。

選
考
会
に
お
い
て
同

氏
は
、
東
京
都
知
事

賞
・
全
法
連
女
連
協
会

長
賞
作
品
に
つ
い
て
、

「
本
作
品
は
、
明
る
く

優
し
い
作
者
の
気
持
ち

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

税
金
が
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
豊
か
な
心

や
生
活
を
つ
く
る
こ
と
を
素
直
に
伝
え

て
く
れ
ま
す
。

高
学
年
の
表
現
ら
し
く
、
細
部
の
表

現
を
見
て
も
、
実
に
丹
念
に
描
い
て
い

る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
形
や
色
を
、
作
者
は
心
を
込
め

て
描
い
て
い
ま
す
。
大
好
き
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
、
お
そ
ら
く
作
者
で
あ
る
少

女
が
心
（
税
）
を
通
し
て
つ
な
が
る
こ

と
で
、
豊
か
な
社
会
が
築
け
る
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。」
と
選
考
理
由
を
解
説
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
活
動
が
充
実
し
た
も
の
に

な
れ
ば
嬉
し
い

小
池
都
知
事

表
彰
式
で
は
、
都
知
事
賞
の
贈
呈
を

小
池
百
合
子
知
事
が
自
ら
行
っ
た
。
表

彰
に
先
立
ち
知
事
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

「
本
年
度
か
ら
都
知
事
賞
を
新
設
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
で
こ
の
コ
ン
ク

ー
ル
の
活
動
が
ま
す
ま
す
充
実
し
た
も

の
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
。
作
品

は
自
身
の
体
験
を
基
に
税
に
つ
い
て
の

知
識
や
感
想
が
小
さ
な
絵
に
凝
縮
さ
れ

て
い
る
。
税
の
大
切
さ
や
役
割
に
つ
い

て
、
子
供
の
頃
か
ら
理
解
を
深
め
て
い

く
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
。」
と

話
し
た
。

な
お
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
平
成
24
年

度
よ
り
国
税
庁
の
後
援
を
得
て
行
っ
て

お
り
、
東
法
連
で
は
全
単
位
会
が
税
務

署
長
賞
を
設
け
て
い
る
。
全
法
連
女
連

協
で
は
女
性
部
会
の
租
税
教
育
活
動
に

お
け
る
基
幹
事
業
の
１
つ
と
し
て
、「
全

会
実
施
を
目
指
し
て
積
極
的
に
取
り
組

む
」
こ
と
を
決
議
し
て
い
る
。

全
体
連
絡
会
議
に
先
立
ち
、
作
家
で

医
師
の
米
山
公
啓
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
脳
が
元
気
に
な
る
方
法
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
が
行
わ
れ
た
。

東
法
連
第
２
回
厚
生
共
益
事
業
委
員

会
（
松
本
光
史
委
員
長
・
江
東
東
法
人

会
会
長
）
が
、
２
月
27
日
、
全
法
連
会

館
で
開
催
さ
れ
、
平
成

30
年
度
厚
生
共
益
事
業

関
連
の
事
業
計
画
等
に

つ
い
て
審
議
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
平
成
30
年
度
が
最

終
年
度
と
な
る
「
ふ
や
そ
う
２
万
社
Ｇ

Ｏ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
推
進
に

東
京
都
知
事
賞
ー	

北
沢
法
人
会
推
薦
作
品

東
法
連
女
連
協
会
長
賞
ー	

練
馬
西
法
人
会
推
薦
作
品

平
成
30
年
度
事
業
計
画
を
審
議

厚
生
共
益
事
業
委
員
会

受賞者全員揃って記念撮影

交流懇親会場入口に掲示された絵はがき

小池百合子都知事と
都知事賞の

小林明優翔さん（右）
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積
極
的
に
協
力

す
る
こ
と
と
し
、

単
位
会
及
び
受

託
３
社
と
の
連

携
を
強
化
し
福

利
厚
生
制
度
の
拡
大
を
目
指
し
た
推
進

を
図
る
と
し
て
い
る
。

「
ふ
や
そ
う
２
万
社
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」達
成
率
は
６７・１
％

平
成
29
年
度
総
括
の
中
で
、
法
人

会
「
ふ
や
そ
う
２
万
社
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
12
月
末
現
在
に
お
い
て
、

全
法
連
ベ
ー

ス
で
は
、
新

規
加
入
企
業

数
平
成
29
年

度
目
標
の
２

６
５
１
１
社

に
対
し
、
１

７
７
８
０
社

で
達
成
率
は

67
・
１
％
で

あ
る
。
東
法

連
ベ
ー
ス
で

は
、
目
標
の

４
５
９
０
社

に
対
し
、
２

５
０
９
社
で
達
成
率
は
61
・
８
％
で
あ

っ
た
。
一
方
、
保
険
料
収
入
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
好
調
を
維
持
し
て
お
り
、

全
法
連
ベ
ー
ス
で
12
月
時
点
で
の
対
前

年
比
は
１
０
３
・
２
％
、
東
法
連
ベ
ー

ス
で
は
１
０
２
・
６
％
で
あ
っ
た
。

平
成
30
年
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進

策
と
し
て
は
、
推
進
大
会
の
開
催
、
推

進
員
の
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
、
受
託
会
社

機
関
長
等
表
彰
の
継
続
実
施
な
ど
と
と

も
に
、
期
間
を
限
定
し
た
特
別
表
彰
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
期
間
は
４
～
７

月
の
４
ヶ
月
間
で
、
受
託
３
社
の
共
有

目
標
の
達
成
率
上
位
５
単
位
会
を
表
彰

す
る
。
な
お
、
年
度
後
半
に
お
い
て
は
、

別
途
特
別
表
彰
の
実
施
を
検
討
予
定
。

４
～
７
月
期
間
限
定

特
別
表
彰
を
実
施

平
成
29
年
度

第
２
回
公
益
事

業
委
員
会
（
多

田
充
伸
委
員

長
・
八
王
子
法

人
会
会
長
）
が
、
３
月
２
日
、
全
法
連

会
館
で
開
催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
公
益

事
業
関
連
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
審

議
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
公
益
事
業
活
動
は
、

引
き
続
き
税
を
中
心
と
し
て
行
う
こ
と

と
し
、
租
税
教
育
は
、
青
連
協
、
女
連

協
の
協
力
の
も
と
、
関
係
機
関
等
と

連
携
し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
。
ま

た
、
中
小
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
向
上
に
向
け
た
「
自
主
点
検
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
」
に

つ
い
て
は
、
企
業

の
健
全
な
発
展
を

目
的
と
し
、
利
用

拡
大
に
向
け
更
な

る
推
進
を
図
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
環
境
問

題
に
つ
い
て

単
位
会
と
協

力
し
て
取
り

組
む
こ
と
と

し
、
引
き
続

き
「
地
球
温

暖
化
対
策
報

告
書
」
提
出

を
は
じ
め
と

し
た
環
境
対

策
事
業
、
並

び
に
職
場
の

健
康
づ
く
り

支
援
事
業
を

東
京
都
と
連
携
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、

公
益
事
業
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
。平

成
30
年
度
も
積
極
的
に
推
進

地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書

「
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
」
の
平

成
29
年
度
１
月
現
在
の
提
出
状
況
は
１

３
９
６
件
で
、
28
年
度
の
１
５
５
６
件

を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。
報
告
書
の
提

出
は
温
暖
化
防
止
と
も
に
、
企
業
の
コ

ス
ト
削
減
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

東
京
都
に
お
い
て
は
、
法
人
事
業
税
の

減
免
制
度
や
各
種
補
助
金
な
ど
の
支
援

策
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
た
め
、
平

成
30
年
度
も
引
き
続
き
積
極
的
な
推
進

を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

併
せ
て
、
東
法
連
で
は
29
年
度
同
様
、

節
電
対
策
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
配
布
、
省

エ
ネ
、
節
電
の
参
考
と
な
る
資
料
の
提

供
等
を
行
う
。

「
自
主
点
検
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
」の

利
用
拡
大
に
向
け
更
な
る
推
進
を
図
る

公
益
事
業
委
員
会

平成30年度事業計画等を審議する厚生共益事業委員会

平成30年度事業計画等を審議する公益事業委員会

あいさつする
松本光史委員長

あいさつする
多田充伸委員長
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公
益
財
団

法
人
東
法
連

特
定
退
職
金

共
済
会
（
小

林
栄
三
理
事

長
）
で
は
２
月
21
日
、
明
治
記
念
館
で

「
平
成
29
年
度
加
入
推
進
優
績
者
表
彰

式
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
加
入
推
進
に
あ
た
り
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
制
度
受
託
会
社
の
大

同
生
命
保
険
株
式
会
社
の
推
進
員
・
代

理
店
を
は
じ
め
、
各
単
位
会
の
会
長
・

厚
生
担
当
役
員
・
専
務
理
事
・
事
務
局

長
、
同
社
の
執
行
役
員
・
支
社
長
等
幹

部
、
掛
金
収
納
委
託
会
社
の
日
本
シ

ス
テ
ム
収
納
株
式

会
社
の
社
長
等
幹

部
、
同
共
済
会
の

理
事
・
監
事
・
評

議
員
等
、
約
１
９

０
名
が
出
席
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
冒
頭
、
小
林
理
事
長

か
ら
「
当
共
済
会
は
昭
和
52
年
10
月
の

設
立
以
来
、
従
業
員
の
福
祉
の
増
進
と

中
小
企
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
平
成
29
年
度
上
期
に
お
け
る
状

況
は
、
事
業
所
数
５
１
３
５
社
、
人
数

３
５
０
８
０
人
、
積
立
金
額
４
３
０
億

円
あ
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
退
職
金
制

度
は
、
雇
用
の
確
保
の
う
え
で
も
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
特
定
退
職
金
共
済
制

度
を
広
く
周
知
し
て
加
入
者
の
拡
大
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
当
共
済
会
の
大
き

な
役
割
で
あ
る
。
推
進
員
・
代
理
店
の

皆
様
に
は
各
法
人
会
の
役
員
・
事
務
局

の
方
々
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
て
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
未
加
入
企
業
等
に

対
し
、
積
極
的
な
加
入
推
進
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
平
成
29
年
度
表
彰
基
準
に

該
当
し
た
56
名
の
受
賞
者
紹
介
が
あ

り
、
東
京
支
社
の
島
村
恵
子
氏
が
代
表

し
て
小
林
理
事
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念

品
を
受
け
取
り
、
受
賞
者
代
表
挨
拶
を

行
っ
た
。
そ
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て

大
同
生
命
の
紙
谷
典
孝
執
行
役
員
・
首

都
圏
地
区
営
業
本
部
長
が
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
パ
ー
テ
ィ

ー
は
、
柳
田
道
康
渋
谷
法
人
会
会
長
・

同
共
済
会
副
理
事
長
の
乾
杯
の
発
声
で

開
会
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
懇
談

が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
当
日
は
、
表
彰
式
に
先
立
ち

同
共
済
会
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
30
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
等

が
承
認
さ
れ
た
。

わ
か
り
や
す
さ
を
前
面
に

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
を
改
訂

ま
た
、
同
共
済
会
で
は
本
年
１
月
、

広
報
活
動
充
実
の
一
環
と
し
て
「
広
報

用
ポ
ス
タ
ー
」
を
改
訂
し
た
。
ポ
ス
タ

ー
は
『“
あ
ん
し
ん
”
と
い
う
“
財
産
”

を  

従
業
員
の
退
職
金
準
備
は
特
定
退

職
金
共
済
制
度
』
と
わ
か
り
や
す
さ
を

前
面
に
出
す
と
と
も
に
、
働
く
人
た
ち

の
顔
を
掲
載
し
た
親
し
み
の
あ
る
つ
く

り
と
な
っ
て
い
る
。

受
託
会
社
の
加
入
推
進
優
績
者
に

感
謝
状
等
を
贈
呈

東
法
連
特
定
退
職
金
共
済
会

あいさつする
小林栄三理事長

新しくなった特退共ポスター

代表受領する島村恵子氏（右）


